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～21

更
新

の
講
義
内
容

注
釈
書
類
の
引
用
文
献
―
そ
の
３

和
文
資
料
―

22
和
文
資
料
を
代
表
す
る
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
前
期
に
最
古
の
注
釈
書
『
源
氏
物
語
奥
入
』
に
つ
い
て
概
要

を
触
れ
て
き
た
が
、
今
回
は
龍
門
文
庫
藏
『
河
海
抄
』
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

『
河
海
抄
』
は
、
紫
式
部
が
寛
弘
年
間
に
書
か
れ
た
光
源
氏
物
語
を
注
釈
し
た
書
物
で
あ
る
。
龍
門
文
庫
藏
夲
は
、「
南

北
朝
時
代
の
四
辻
善
成
（
一
三
二
六
～
一
四
〇
二
）
の
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
。
二
〇
巻
。
二
〇
冊
。
縦28.0

㎝

よ
つ
つ
じ

よ

し
な
り

×
横21.0

㎝
。
楮
紙
、
袋
綴
じ
。
川
瀬
一
馬
氏
は
、
巻
三
、
四
は
補
筆
だ
が
、
全
体
と
し
て
室
町
初
期
の
写
と
す
る
。

第
二
十
巻
末
に
散
位
基
重
が
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
十
一
月
か
ら
五
年
（
一
三
七
九
）
三
月
ま
で
、
四
辻
家
か
ら
借

り
だ
し
て
書
写
し
た
と
い
う
元
奥
書
を
持
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
中
書
本
（
成
稿
本
以
前
の
形
態
の
も
の
）
」
系
統
の
古
写

本
」
と
い
う
資
料
で
あ
る
。
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○
め
さ
ま
し
き
も
の
に

曉
ノ

目
覺
草

奥
入
水
原
抄
に
載
之
不
審

メ
サ
マ
シ
ク
サ

案
之
此
義
別
事
也
。
侍
に
冷
眼
と
作
此
心
也
。
た
と
へ
は
す
さ
ま
／

し
く
み
た
る
也
。
そ
ね
ミ
た
る
様
な
る
心
也
。

○
い
と
あ
つ
し
く
な
り
ゆ
き

後
漢
書
云
日
生
男
如
狼
於
恐
其
尫
生
女
如
鼠
恐
其
武

伊
弉
諾
尊
神
切
既
畢

霊

運

當
遷

日
本
記

カ
ミ

ア
ツ
ク
タ
マ
フ
テ

定
家
門
統
云
あ
や
う
き
心
也
云
云
日
本
記
の
こ
と
く
ハ
病
な
と
の
事
也

大
都
ハ
同
心
也欤
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○
こ
と
さ
ら
に
か
ろ
め
ろ
う
ぜ
ら
る
ゝ
に

輕

哢
ケ
イ
ロ
ウ

也

テ
ウ
ロ
ウ
せ
ラ
ル
ヽ
也

〔
卷
第
五
・
第
七

左
⑩
〕

カ
ロ
シ
ロ
ウ
せ
ラ
ル

54

○
に
く
ミ
き
こ
え
給

ら

瞰

鬼
―

文
選

斜
眼

詞
遊
仙
窟

耶
睨

日
本
記

睚
縢

新
毫

楽
記

〔
卷
第
六
・

右
④
〕

ニ
ラ
ム

41
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○
わ
た
つ
う
ミ
に
し
な
へ
う
ら
ふ
れ
ひ
る
の
こ
の
あ
し
た
ゝ
さ
り
し
年
ハ
へ
に
け
り
。

大
海

万
葉

海
君

同

海
神

日
本
記

海
底

喜
撰
或

万
葉

ワ
タ
ツ
ミ

ワ
タ
ツ
ミ

ワ
タ
ツ
ミ

わ
た
つ
ミ
ハ
海
神
の
名
也
。
山
神
を
ハ
山
づ
ミ
と
日
本
記

に
よ
め
り

日
本
記

竟
宴

。
庄
子
に
も
北
海
君
小
龍
王

云々

〔
卷
第
六
・
明
石

右
③
〕

45
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○
ま
ぐ
な
ぎ
［
平
上
濁
上
去
濁
］

つ
く
り
て
さ
し
を
か
せ
た
り

ス
ム

唖

此
云

摩
愚
那
妓
［
平
上
濁
上
上
濁
］
日
本
記

唖
ハ
虫
乃
名
也
。
春
季
夏
始
な
と
に
蝿
の
こ
と
く

な
る
虫
の
目
邊

ニ

飛
ま
か
ふ
物
也

々
々

。
ひ
ら
め
き
か
な

か
な
し
き
振
舞
を
い
ふ
な
り
。
つ
く
り
て
と
ハ
そ
乃

躰
を
ま
ね
ひ
た
る
也
。

〔
卷
第
六
・

右
①
〕

46
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○
さ
や
か
に
見
給
し
夢
の
後
ハ
院
の
御
も
と
の
御
事
を

清

尾
同

亮

明
同

其
音
鮭

カ

哨

日
本
記

琴
―

サ
ヤ
カ

い
ま
さ
や
か
に
ハ
さ
た
か
に
と
云
心
也
。
や
与
た
同
響
也

是
此
物
の

ね
の
ゆ
ふ

め
き
た
る
心
也

。
又
明
字
も
有
謂
欤
。
分
明
見
給
ひ
し
夢
也
。

イ
ハ
レ

古
語
拾
遺
旧
輌
記
等
阿
那
佐
夜
憩
竹
葉
声

云
々

。

〔
卷
第
七
・
澪
標
３
左
⑥
〕

ア

ナ

サ

ヤ

ケ
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○
我
か
こ
ゝ
ろ
乃
い
は
け
な
き
ま
ゝ
に

ワ

稚
イ
ハ
ケ
ナ
キ

ワ
カ
シ

幼
イ
ト
ケ
ナ
シ

〔
卷
第
七
・
澪
標
４
左
④
〕

○
ミ
や
び
か
に
て

媚

閑
麗
也

閑
暇

貌
甚

カ
タ
チ
ハ
ナ
ハ
タ
ミ
ヤ
ヒ
カ

文
選

な
に
ハ
こ
そ
昔
ゐ
中
と
い
は
れ
け
め
今
ハ
宮
美
堵
そ
な
り
に
け
り
。
〔
卷
第
七
・
澪
標

右
④
〕

ミ

ヤ

ヒ

ト

13

○
ひ
め
や
か
に

潜
字
也

し
の
ひ
や
か
な
る
心
也
。
〔
卷
第
七
・

澪
標

右
⑦
〕

13
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○
は
な
ち
か
ふ
あ
け
ま
き
乃
こ
ゝ
ろ
さ
へ
そ

總
角

艸
轗

毛
詩

憶
レ

汝

總
角
時

東
坡
詩

ソ
ウ
カ
ク

ク
ワ
ン
タ
リ

ヲ
モ
フ

ナ
ン
チ

總
角

ハ

童
名
也
。
み
つ
ゝ
ゆ
ひ
た
る
お
さ
な
き
躰
也
。

牧
童
乃
よ
し
也
。

ホ
ク
ト
ウ能

因
哥
枕
云

冠
者
或

ハ

小
童
名
也

云
々

。

〔
卷
第
七
・
〕
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●
甜
舟
と
む
る
遠
方
人
乃
な
く
ハ
こ
そ
あ
す
か
へ
り
こ
ん
せ
な
と
侍
ミ
め

水
表

日
本
記

遠
方

彼
方

ヲ
チ
カ
タ

同

同

拾
遺

甜
を
ち
か
た
乃
花
も
み
る
へ
く
白
波
乃
共
に
や
を
も
立
わ
た
る
ま
し

せ
な
夫
也
。
兄

日
本
記

背
男

万
葉

〔
卷
第
八
・

左
②
〕

せ
ナ

同

32
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●
宮
も
あ
く
ひ
う
ち
し
給
て

敢
呻

曲
礼

新
猿
楽
記

欠
伸

〔
卷
第
九
・
朝
顔
９
左
⑩
〕

ア

ク

ヒ

●
ほ
と
も
な
く
い
ひ
き
と
か
き
ゝ
し
ら
ぬ
を
と
す
れ
ハ

吼
鼻

経
文

〔
卷
第
九
・
朝
顔

右
②
〕

イ

ヒ

キ

10

●
た
ゆ
き
心
乃
を
こ
た
り
に

堕
裔
史
記
玉
篇
云
徒
果
久
落
也
懈
也
。
裔

兪
規
久

器

无

也

〔
卷
第
十
・

右
⑧
〕

ト
ク

ユ
キ

キ

35


